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クレードル取扱説明書 
BCR-NWU5 


お買い上げいただをありがとラございまず。 

A ' ——電気製品は安全のための注意事項を守5ないと、乂災や 
g ° 1人身事故になることげあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐた奴の重要なミち意事項と製品の取0扱 
いかたを示しています。この取扱説明書をよくお読みのラえ、製品を安 
全にお使いください。 

お読みになったあとは、し〇でち見5れるところに必ず保管してくだ 
さい。 


\ Am ^ まをのために 

ソニー 製品は安全に十分配慮して設計されています。しかし、電気製品は 
すべて、まちびった使いかたをすると、火災や感電などにより人身事故に 
なることびあり危険です。事故を防ぐために次のことを必ずお守りくだ 
さい。 


ま全のためのま意事項を守る 


この「安全のために」のま意事項をお読みください。製品全般のま意事項び 
記載されています。 


定期的に点検する 


1年に一凰ま、 AC ]- ドのプラグ部とコンセントとの間にほこりなすこまつ 
ていないか、故障したまま使用していないか、などを点検してください。 


故障した5使わない 


動作びおかしくなったり、 AC パワーアダプターなどび破損しているのに気 
づいた 5、 すぐに ソニーの 相 i 炎窓□またはお買い上げ店、 ソニーサービス 
窓□に修理をご依頼ください。 


万一、異常び起さた5 


変な音、においびした5 
I 煙び出た5 
液漏れした5 


〇 AC コードを使用中の場合は、コン 
セントか 5 巧く。 

〇パソコンと接続している場合は、 
USB ケープルを巧く。 

〇お買い上げ店またはソニーヴービ 
ス窓口に修理を依頼ずる。 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、次のよラな表示をしています。表示の内容 
をよく理解してか5本艾をお読みください。 


I A 盤句 この表示のを意事項を守5ないと、火災•感電などにより 
/ へ 胃 n | 死亡や大けびなど人身事故の原因となります。 

I .ご. k | この表示のを意事項を守らないと、感電やその他の事故に 
I A ミ主后、 I よりけげをしたり周辺の家財に損害を与えたりすることび 
あります。 


ま意を促ず記号 


行為を禁止ずる記号 


A A 0 ® 

火災 感電 禁止 接触禁止 


巧為を指示ずる記号 

运〇 

コラグをコン指示 
セントからおく 


分解禁止めれ手禁止 


_ A A 下記のミち意を巧らないと 

A 警告 I 义災•感電にょり死亡ゃ大けび 

火災 感電 の原因となりまず。 

内部にかや異物を入れない。 

水や異物び入ると火災や感電の原因になります。万一、水や異物び入っ /CN 

たときは、 AC パワーアダプターと USB ケープルを本体から抜さ、ソ 
ニーの相談窓□またはお買い上げ店、ソニーサービス窓□にご相談くだ 禁止 

さい。 

海がで使用しない。 A 

交流10日 V の電源でお使いください。海がなどで、異なる電源電圧で使 
用すると、火災や感電の原因となります。 指示 

雷が鳴りだした6、電源プラグに軸れない。 ^ 

感電の原因となります。 

接触禁 

付属の AC パワーアダプターむ がを使わない。 

破裂•液漏れや過熱などにより、火災、けびや周囲の巧損の原因と 
なりまず。 巧 止 

内部をむやみに開けない。 

本体および付属の機器は、むやみに開けたり改造したりすると火災や感 
電の原因となります。 

めれた手で AC コードをさわ S ない。 ^ 

感電の原因となることびあります。 

めれ手禁止 

本体や AC パワーアダプターを 布団などでおおった ^ 

状態で使わない。 一 

熱びこをってケースび変あしたり、乂災の原因となることびあります。 

湿気やほこり、油煙、湯気のをい場巧では使わない。 

上記のよラな場所で使ラと、乂災や感電の原因となります。 

禁止 

端テを金属でショートさせない。 

火災や感電の原因となります。 


I /V ± | 下記のま意を守！5ないとけかをしたり周辺の家なに 
IA 汪 '骨 I 損害をちえたりずることがちりまず。 

通電中の AC パワーアダプターや製品に長時間ふれない 。 fN 

長時間皮膚びふれたままになっていると、低温やけどの原因になること 
びあ0ます。 禁止 

指定政がの機器に使わない。 ^ 

火災やけびの原因となることびあります。 V.X 


長期間使用しないときは、 AC コードをはずず。 

長期間使用しないときは AC コードをコンセントから抜いてください。 
火災の原因となることびあります。 

ま定した場所に置く。 

ぐらついた台の上や傾いたところなどに置くと、製品び落ちてけびの 
原因となることびあります。 

コード類は正しく配置ずる。 

コード類は足に引っかけたりして引っぱると製品の落下や乾倒などに 
よりけびの原因となることびあるため、十分注意して接続-配置して 
ください。 

また、コードを AC パワーアダプターに巻を付けないで<ださい。断線 
や故障の原因になります。 


處 

3ラグをコン 
セントから抜く 

0 

禁止 

0 

禁止 


I 保証書とアフターサービス 


よ<あるお間い含わせ、解決ち法などはホームページをごま用<ださい。 

http://www.sony.co.jp/support 


巧い方巧設を口 I 修理相談を口 


フ U —ダイヤル フ U —ダイヤル 

. 01 20-333-020 . 01 20-22 吕 -330 

携帯電話 • PHS - 一部の IP 電話 携帯電話 • PHS . —部の IP 電話 

.0466-31-251 1 . 04白巨-3 1-2 巳31 


※取扱説明書’ 1」モコン等の購入ネ目談は 
こちらへお問い合わせください。 



上記番号へ接続を、最初のガイダンスが流れている間に 
[ 30 1 J + r # j を巧してください。直接、担当窓□へおつなざしまず。 


FAX (巧ほ）0120 -333-389 

受付時間 月〜金： 9:00〜20:00 ± •日-祝日： 9:00〜17:00 

ソニー株式尝社 〒 ] 08-日07已東京都港区港南1 -7-] 


保話書 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの際お買い上 
げ店でお受け取0 ください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保管して<だ 
さい。 

•保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 
調テが悪いとさはまずチェックを 

この取扱説明書ををラー度ご賣になってお調べください。 

それでも具合の悪いときは 

ソニーの 相 i 炎窓□またはお買い上げ店、お近くの ソニーサービス 窓口に ご 
相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。詳しくは保証書を 
ご賣ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望により有料修理させていた 
だをます。 


I 使用上のごを意_ 

置いてはいけない場戸斤 

使巧中、保管中にかかわらず、次のよラな場所に置かないでください。故 
障の原因にな0ます。 

• 異常に高温になる場所 

炎天下や夏場の窓を閉め切った自動車内は特に高温にな0、放置ずると 
変あした0、故障した0することびあ0ます。 

•直射日光の当たる場所、熱器具のおく 
変形した0、故障した0することびあ0ます。 

•激しい振動のある場所 
• 強力な磁気のある場所 
•砂地、砂'其などの砂ぼこりの多い場所 
海辺や砂地、あるいは砂ぼこりげ起こる場所などでは、砂びかか5なし、 
ようにしてください。故障の原因になるばか0か、修理できなくなるこ 
とちあります。 

•安定していない場所 
製品び落ちてけびや故障の原因とな0ます。 


部品の保有期間について 

当社ではクレードルの補修用性能部品(製品の機能を維持するために必 
要な部品)を、製造打ち切り媛6年間保有しています。この部品保有期間を 
修理巧能期間とさせていただをます。保有期間が経過したあとも、故障箇 
所によっては修理可能の場合びあ0ますので、お買い上げ店またはソニー 
サービス窓口にご相談ください。 


お問い合わせ窓□のご案内 

本機についてご不明な点や、技術的なご質問、故障と思われるときのご 
相談については、下記のお問い合わせ先をご利用ください。 

• ホームぺージで調べるには ■=> ウォークマンカスタマーヴポートへ 
(http://www.sony.co.jp/walkman-support/) 

最新サ ポー ト情報や、よくあるお問い合わせとその回答をご案内して 
し、ます。 

• 電話* FAX でのお問い合わせは 与 > ソニーの相談窓口へ 
(下記電話- FAX 番号） 

お問い含わせの隙は、次のことをお知5せください。 

-型名： BCR - NWU 5 
一ご相談内容：できるだけ詳しく 
-お買い上げ年月日 


使用について 

• 強い衝撃を与えたり、落としたりしないでください。 

• TV や AM ラジオやチューナーの近 < で使わないでください。 

TV やラジオ、チューナーに雑音び入ることがあ 0 ます。 

• 使用後は必ず、 AC ]- ドをコンセントか5巧いておいて<ださし、。 

• AC パワーアダプター本体やコード類の接点部に他の金属類び触れないよ 
ラにして<ださい。ショートすることがあ0ます。 

• AC パワーアダプターを海外旅行ち用の「電子式変圧器」などに接続しない 
で<ださい。発熱や故障の原因とな0ます。 

お手入れについて 

•ミちれびついたとさは、柔5かい巧やティッシュぺーパーなどで、されい 
におき取ってください。巧れがひどいときは、水でうすめた中性洗剤に 
柔5かい巧をひたし、固くしぼってから';ちれを拭き取り、乾いた布で仕 
上げてください。 

•アルコール、シンナー、ベンジンなどは使わないでください。変質した 
り、塗装びはげた0することげあります。 

• 化学ぞラさんをご使用の際は、そのミ主意書をに従って<ださし、。 

• 殺虫剤のよラな揮発性のものをかけたり、ゴムやビニール製品に長時間 
接触させると、変質した0、塗装びはげた0することびあ0ます。 


















■準備する 

付属品を確かめる 

本機の付属品は、な下のとおりです。 


• クレードル (1) • 充電用 DC コード (1) 



• AC パワーアダプター （1)- AC コード （1) 



その他の必要なをのを確かめる 

付属品に加えて、本機を使5ために必要なちのは、な下のとおりです。 

• ウ ォーク マン 

本機に対応する機種について詳しくは、ウォークマンカスタマーサ 
Ttf —卜のホ ームへーソ 

( http :// www . sony . co . jp / walkman - suppo け/)をご篇 くにさい。 

• ウォークマン用アタッチメント* 

• US 目ケーブル* 



* パソコンとの接続に使用します。ウォークマンに付属しています。 

アタッチメントをセットずる 

本機を使用するときは、お使いのウォークマンに付属のアタッチ^ントを 
セットしてください。アタッチ方ントを取り付けるには、□ゴマーク側に 
ある2 力 所のツ><をクレードルの巧の位置に含ねせて先にはめ込んでか50 
ゴマークの反対側を指で押し込みます。 

T タッ子木ン トを取りはずすには、イラストのよラにアタッチ六ントの凹 
み部分をクレードル背面側に強く巧しなび5®、マーク(〇〇〇)の位置を上 
から強く巧します®。 



お使いのウオークマンによって、アタッチ;<ントの形状び異なる場合びあ 
ります。 


I る部の名前 



田 WM - PORT * コネクター(ウォークマン接続用） 

ウォークマンを接続します。 

回 AublOOUT 端子 

別売りのオーディオケーブルを使って、アクティブスピーカーなどの音 
青出力機器を接続します。 

固 AUDIO IN 端子 

別売りのオーディオケーブルを使って、 CD プレーヤーなどの音楽再生 
磯器を接続します。 

团 LEVEL スイッチ 

録音時の音のレべ j レを切り換えます。 

• LEVEL [1]( そのままの音量で録音）：ポータブルプレーヤーなどの 
ラインアウト端テやへッドホンジャックか5録音する場を 

• LEVEL に](音量を下げて録音）：システムコンポなど、音声出カレ 
ベルが高い機器のラインアウト端テか5録音する場合 ( LEVEL [1] で 
録音すると、音び割れてしまラことびあります） 

固 WM - P 0 RT ジャック(パソコン接続用） 

USB ケーブル（ウォークマンに付属)を使ってパソ]ンを接続します。 

ごま意 

パソコン外の機器を WM - P 0 RT に接続する場合は、接続する機器の 
取扱説明書をお読み<ださい。 

固 DC IN 端子 

充電用 DC ]- ドを使って AC パワーアダプター(付鼠を接続します。 

* WM - P 0 RT は、ウォークマンとアクセヴ U —を接続する専用マルチ端テで 
す。 

I 巧電する 


. _ J ® 



1 充電用 DC コード ( 付属 ) のルさい側の端子を、クレード 
ルの DC IN 端子に接続する（①)。 

2 充電用 DC コードの大きい側の端子を、 AC パワーアダプ 
夕一 ( 付属）に接続する（⑤)。 

3 AC コード ( 付属 ) を AC パワーアダプターに接続する 
(③) 。 

4 AC コードを電源コンセントへ差し込む(④)。 

5 ウオークマンをクレードル上面の WM-P0RT 〕 ネク 

夕一にセットずる（⑥)。 

充電び始ま0ます。充電時間は、お使いのウオークマンによって異な 
ります。詳しくは、ウオークマンの操作ガイドをご覧ください。 

ご注意 

• ウオークマンをクレードルの奧までしっかりと挿し込んでくださし、。 
•充電しながらウオークマンのへッドホンで音楽を聞くときは 、 AUDIO 
OUT 端テに何ち接続しないでください。 

接続するとへッドホンジャックから音声び出力されません。 


パソコンとち続する 




户今 

電源コンセントへ 



て —— も - 雌晒 I 

US 巨ケーブ J レ 
(ウ オーク マンに付属）, 

I ( 

- 1 _ も _部をみ回 I 


1 USB ケーブル（ウォークマンに付属 ) の WM-P0RT を、 

クレードル背面の WM-P0RT に接続ずる(①)。 

と USB ケーブルのらラー方の端子を、パソコンに接続ずる 

似)。 

0 ウォークマンをセットずる（⑥)。 

ごま意 

• ウォークマンをクレードルの與までしっかりと挿し込んでください。 

• 本機を電源コンセントに接続している場合は、電源コンセントか5充電 
されます。 

• 本機を電源]ンセントに接続しなくても USB 接続しているパソ]ンか5充 
電されます。電源コンセントに接続していないノートパソコンと接続した 
場合は、ノートパソ]ンのバッテリーび消耗しますのでごま意ください。 

• 充電用 DC コードでクレードルとパソコンを接続してち、パソコン上で 
ウォークマンび認識されません。 

•パソコンか5 データ 転送中にウォークマンびクレードルか5外れた場を 
は、ウォークマンをちラー度クレードルに取0付け、転送をやり直して 
<ださい。 

•パソコンか5データ転送中は、 USB ケーブル、充電用 DC コードな5び 
に AC コードの抜さ差しをしないでくださし、転送び中断してしまいま 
す。その場含は、いったんウォークマンをクレードルか5はずし、再び 
セットしてか5転送をやり直してください。 

I ウォークマンに録音する 

本機の AUDIO IN 端子に別売りのオーディオケーブルを使って CD プレー 

ヤーなどの音楽再生機器を接続し、本機にセットしたウォークマン>に録音 

することびでさます。 

* WM - P 0 RT と録音機能が搭載されているウオークマンに限ります。 




オーディオ 
ケーブル . 
側売り） 



A - も -I 山 I 




電源コンセントへ 



音楽再生機器へ 


オーディオケーブル ( 別売り）を本機の AUDIO IN 端子と 
音楽再生機器に接続ずる。 

ウ オーク マンをセツトずる。 


録音の手順は、お使いのウオークマンによって異なります。詳しくは、 

ウオークマンの操作ガイドをご賣くださし、。 

•安ヒント 

録音時の音声レベルを本機の level スイッチで切り換えることができま 
す。詳しくは慢部の名前」の 「 LEVEL スイッ升をご賣ください。 

ごを意 

録音中の音声は、本機の AUDIO OUT 端テにオーディオケーブルび接続さ 
れている場合は、スピーカーなどの音声出力機器か5出力されます。 
AUDIO OUT 端テに何も接続されてし、ない場合は、ウオークマンのヘッド 
ホンジャックから出力されます。 

I スピーカー などとち続する 


別売りのオーディオケーブルを使ってアクティブスピーカーなどの音青出 
力機器に接続でさます。接続や設定をする前に、必ず接続する機器の電源 
を切ってください。 




オーディオ 
ケーブルー 
側売り） 



電源コンセントへ 


音声出力機器(スピーカーなど)へ 


1 オーディオケーブル ( 別売り）を本機の AUDIO OUT 端子 
と音声出力機器に接続ずる。 

2 ウ ォーク マンをセットずる。 

3 ウォークマンで再生を始める。 

ごを意 

• オーディオケーブルは、ウォークマンを再生/録音する前に接続してく 
ださい。あとから接続すると、 AUDIO OUT 端テか5音声び出力されな 
いことびあ0ます。この場合は、いったんウォークマンをクレードルか 
5はずし、再びセットしてか5再生を始めてくださし、。 

• クレードルをパソコンと接続しているとさに、クレードルの AUDIO 
OUT 端子から音声び出力されないことびあります。その場含は、パソコ 
ンと接続している USB ケーブルをがしてください。 

• パソコンの音声は、クレードルの AUDIO OUT 端子から出力されません。 

•音声出力機器と接続しているとさは、ウォークマンのへ ッ ドホンジ ャッ 
クか5音声は出力されません。 

• ウォークマン内の楽巧の音声レベルび大きいと、本機にセットした 
ウ ォーク マンから スピー カーなどに出力される音声は、に qualized など 
の音質効果げルさ < なります。 

• FM チューナー搭載のウォークマンを使用している場合、 FM 放送び受信 
できなかったり、感度び大幅に低下することびあります。 


主な仕様 


入出力端テ 


スイッチ 


WM - P 0 RT コネクターに2ピン）（ウォークマン接続用） 
WM - P 0 RT ジャックに2ピン）（パソコン接続用） 
AUDIO OUT (ステレオミニ、 10 k が 
AUDIO IN (ステレオミニ ）、 DC IN 日 V 
LEVEL 1/2 


AC パワーアダプター DC 5 V 


商標 


"ウォークマン"、 " WALKMAN "、" WALKMAN " □ゴは、ソニー株式芸社 
の登録商標です。 



